
授業科目 
観光事業特講  

Tourism Business 
担当教員 板垣 朝之・早坂 昌彦 

展開方法 講義 単位数 2 単位 開講年次・時期 1･2 年／後期 必修・選択 選択 

授 業 の ね ら い  

観光事業をめぐる諸問題に関し、 

・観光事業の中核を担う旅行業の現状と将来の方向性を理解し、観光立国や地域貢献に対応する視点を修得する。 

・さまざまな観光事業を検討する際に必要なマーケティングの視点を修得する。 

 ・「観光地経営」、「観光事業の革新と再構築」について学び、地方創生の観点から注目される「DMO」について

検討する。 
  なお大学院では、問い（研究テーマ）は教師が与えるものではなく、自分自身で見つけるものである。よって、第

1 回目の講義で受講者の関心事項について確認し、その後の講義はそれを踏まえ柔軟に進めていきたい。（早坂） 
観点 学 生 の 授 業 に お け る 到 達 目 標 評価手段・方法 評価比率 

関心・意欲 

・態度 
授業内で自分の意見を発言することができる。 授業への参加態度 10％ 

思考・判断 
観光事業の考え方を用いて、論理的な発言をすることができ

る。 
討議の参加態度 30％ 

技能・表現 
データを分析し、文章を自分の言葉でまとめる力をつけ、自

分の意見を論理的に発表できる。 

・レポート 

・プレゼンテーション 

20％ 

10％ 

知識・理解 専門用語を用いて観光事業について説明することができる。 
・プレゼンテーション 

・レポート 

10％ 

20％ 

出  席 受験要件 

合  計 100％ 

評価基準及び評価手段・方法の補足説明   

レポート（40％）、プレゼンテーション（20％）、討議の参加態度（30％）、授業への参加態度（10％）により総合

的に評価する。 

授業の概要 

観光事業の歴史や特徴と今後の展開について、理論研究と討議を中心に進める。 

教 科 書 ・ 参 考 書 

教科書：特に定めない。必要に応じ講義時にプリント、レジュメ等を配布する。 

参考書：必要に応じ授業時に指示する。 

授業外における学修及び学生に期待すること 

日本の観光全般の動向に注意を払い、日々の報道に注目し、問題意識を持って授業に臨んでほしい。 



回 テ ー マ 授 業 の 内 容    予習・復習 

1 
観光と旅行業再考（1） 

    （板垣） 

国の「観光立国」政策の中で、観光事業全般が占める位

置づけと旅行業の関係を、討議を通じ再確認する。 

予習：日本の観光現状把握 

復習：産業毎の問題点把握 

2 
観光と旅行業再考（2） 

（板垣） 

「観光立国」の中心となるインバウンド事業と日本の旅

行業の現状を、討議を通じ再確認する。 

予習：インバウンドの現状

把握 

復習：インバウンドの実態

整理 

3 
旅行業の現状把握（1） 

（板垣） 

2020 年オリンピック・パラリンピックに向けた日本の旅

行業界の現状を、業界の歴史的な発展と展開の中から理

解する。 

予習：戦後日本の旅行業史

の再確認 

復習：問題点の確認 

4 
旅行業の現状把握（2） 

（板垣） 

旅行業における IT 化の進展が、現代旅行業に与える影

響、問題点と事業運営に関し理解を深める。 

予習：店舗型営業と WEB 販

売について考える 

復習：今後方向性の予測 

5 
旅行業の現状把握（3） 

（板垣） 

少子高齢化や AI の浸透といった 21世紀中盤に向けた社

会環境の中で、旅行業界が今後どの様に展開して行くの

かに関し、討議を通じ理解を深める。 

予習：旅行業の勝利に関し

予測する 

復習：今後方向性の確認 

6 
マーケティングの基礎 

               (早坂) 

マーケティングの定義について学び、観光事業で注目す

べきマーケティングの視点について考察する。 

予習：配布資料を熟読する 
復習：専門用語の確認、定

義の把握 

7 
サービス・マーケティン

グ              (早坂) 

サービス産業の特徴とサービス・マーケティングのマネ

ジメント戦略について考察する。 

予習：配布資料を熟読する 

復習： サービス・マーケテ

ィングの特徴の把握 

8 
プロモーション 

                (早坂) 

価値提案のプロモーションについて、マーケティング・

コミュニケーション要素を考察する。 

予習： 配布資料を熟読する 

復習：プロモーション要素

の整理 

9 
ポジショニング 

                (早坂) 

競争市場でのポジショニングについて、観光事業の事例

から考察する。 

予習： 配布資料を熟読する 

復習： ポジショニング戦略

策定における課題の

整理 

10 

統合型マーケティング・コ

ミュニケーション（IMC） 

(早坂) 

統合型マーケティング・コミュニケーションの特徴につ

いて考察する。 

予習： 配布資料を熟読する 

復習：IMC の特徴と実施時

の課題の整理  

11 
地域観光協会の旅行業取

得の現状と課題 （早坂） 

平成 19年の旅行業法改正後、旅行業を取得する観光協会

が全国で増加している。これらの経緯や現在の取組みに

ついて考察する。 

予習： 旅行業法・約款につ

いて予習する 

復習：観光協会の課題抽出 

12 
観光地経営の基本的な視

点       （早坂） 

「企業活動」と「まちづくり」を有機的に結び付け、観

光地全体をマネジメントしていく「観光地経営」の考え

方を文献から学ぶ。合わせてそれを実現するための８つ

の視点から具体的な事例を分析する。 

予習： 配布資料を熟読する 

復習：観光地経営の論点整

理 

13 

観光事業の革新と再構築

による観光地の魅力づく

り（１）    （早坂） 

観光事業の革新と再構築による観光地の魅力づくりにつ

いて、観光事業推進組織と地域内ネットワークについて、

先進的な事例から考察する。 

予習： 配布資料を熟読する 

復習：観光事業推進組織の

構成員を整理 

14 

観光事業の革新と再構築

による観光地の魅力づく

り（２）    （早坂） 

観光事業の革新と再構築による観光地の魅力づくりにつ

いて、地域経営の視点から組織的に観光地を革新するス

キルを持つ「観光地経営専門家」について考察する。 

予習： 配布資料を熟読する 

復習：観光地経営専門化育

成の課題整理 

15 
日本型 DMO 
        （早坂） 

地方創生により関心が高まる中、「DMO」と呼ばれる観

光地域づくりの分野横断型組織の導入が検討されてい

る。これまでの論点を元に、DMO について考察する。 

予習： 配布資料を熟読する 

復習：日本型 DMO の特徴

の整理 

 


